




 

 本症患者は蛋白質やカロリーなどの摂取栄養量の過不足の影響を健常者より

強く受けることが観察されているので、患者の一生をできる限り至適栄養状態

に保ち、病勢の進行を少しでも遅らせ、合併症、続発症に対する抵抗性を高め

て、廷命を計る可能性を追究する必要があると考える。 

 かかる見地から Duchenne 型、男子 650 名の体位と障害度、脊柱側弯、下肢の

変形、肺活量等との関係を検討し、本症の至適体位は、患者の平均ローレル指

数の+10%から+20%の間にあると推定した。 

 今回は長期療養患者の体重、肺活量、障害度等の 5ケ年間の推移を観察し、

至適体位を検索したので報告する。 


